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序リヒァルト・ワーグナーによる舞台祝祭劇『ニーベルングの指環（以
下《指環》と略す）』の日本語版対訳出版１）に際し，序夜『ラインの黄
金』の音楽註にふれた書評記事のなかに，次のような一文がある。
この動機の，特に後半は，ヴォルツォーゲンによって「逃亡の動
機」と命名されたことから多くの誤解と多くの発展的研究を生んだ。
重要な場面に，素早く姿を変えて頻繁に現れる，優れて多義的なこ
の〈フライアの動機〉は，楽劇『ヴァルキューレ』のジークリンデ
とジークムントの出会いから逃亡にいたる愛の動機群，『ジークフ
リート』に登場する〈愛のあいさつ〉や〈愛の決心〉といった動機
群の原型でもあるのだ２）。
［譜例１］
ワーグナーの，いわゆる示導動機（Leitmotiv）命名をめぐる論議は，
現在なおやむことがない。そのなかでもとりわけはげしい論争の跡を示
すのが，上に挙げられた〈逃亡の動機（Fluchtmotiv）〉である。デリッ
ク・クックはその著書において，ほぼ３０頁を費して同動機の意味を追求
し３），同時にイギリスにおける歴代の議論を総括した４）。そして１９８４年
ワーグナー『ニーベルングの指環』に
おける〈逃亡の動機〉について
小宮山 晶 子
（１）８６
にはアメリカでもこの示導動機一個をテーマとした博士論文を誕生する
に至らせている５）。
しかし同動機をめぐる論争の起点が必ずしもクック，そしてイギリス
であったというわけではない。問題の動機名の不当性については，ドイ
ツでもアルフレート・ローレンツが構造分析の傍らで手短かといえ鋭い
指摘を行っているし６），クルト・オーヴァーホフも一連の考察を残して
いる７）。さらにローレンツの引用資料を遡れば，同動機に関する議論が
２０世紀初頭にも集中したことが明らかとなってくる。
そうして反復を重ねた論争に，しかし解答は出ていない。現在，議論
は停滞し迷宮化し，動機名称としていまだ〈逃亡の動機〉が適用された
まま，追求が断念されたようみうけられる。その一因としては，クック
の死（１９７６）によって前掲書第２巻刊行が中止となり，著述が第１夜
『ヴァルキューレ』で中断したという事情も挙げられる。ただし伝説化
したこの論争が今日，多くの疑問を残して風化傾向にあることは残念な
状況と思われる。同動機は現在なお未解決の課題であり，単に音楽動機
上にとどまらない問題をふくんでいる。その背後には，もしかすると，
より深い問題が潜在するのではないだろうか。
本稿では，同動機をめぐる諸問題および論争を総括し，その背景を明
らかにするとともに，筆者による解釈，命名を試みる。その結果，長期
の議論が終結するか否かは別として，以下の考察がとりあえず「多くの
発展的研究」の一端となれば幸いである。
【冒頭の引用文を除き，文中にある訳文，示導動機名称の引用は白水
社テキストに拠った。そのため問題の動機について本稿では，AB総体
を〈フライアの動機〉と呼ぶ方法（引用文，および［譜例１］参照）は
とらず，［譜例２］のように Aを〈フライアの動機〉，Bを〈逃亡の動
機〉と呼び，独立的に扱う。したがって冒頭引用文第３行〈フライアの
動機〉すなわち「重要な場面に，素早く姿を変えて頻繁に現れる，優れ
て多義的なこの〈フライアの動機〉」とは，本稿の〈逃亡の動機〉に相
当することを，あらかじめ明確にしておきたい。なお以下文中にある（→
Rh○○○）（→W○○○）（→S○○○）（→G○○○）等は，順に白水社
『ラインの黄金』『ヴァルキューレ』『ジークフリート』『神々の黄昏』の
テキスト行数を指すとともに，そこを参照することを勧めている。】
８５（２）
［譜例２］
〈逃亡の動機〉をめぐる問題
そもそもこの動機がハンス・フォン・ヴォルツォーゲン８）によって，
いや正確にはさらに早期にゴットリープ・フェーダーライン９）によっ
て，いずれにも〈逃亡の動機〉と命名された１０）のは次の理由による。
劇前史において神々の長ヴォータンは，巨額の報酬を条件に巨人兄弟に
ヴァルハル城建設を請け負わせ，美神フライアを契約の担保とした。『ラ
インの黄金』２場において城は完成する。そして支払いに窮した神々が
方策に暮れる広間に，フライアが巨人に追われ逃げこんでくる。その箇
所で管弦楽によって奏されるのが〈フライアの動機（Freiamotiv）〉な
らびに〈逃亡の動機〉というわけである（→Rh４２６）［譜例２］。このよ
うに初出をフライアの登場，それも「逃亡」と一致させた動機群が上の
名称を与えられたのは，根拠のないことではない。また〈逃亡の動機〉
がその後，『ヴァルキューレ』においてもジークムント，ジークリンデ
の「逃亡（駆け落ち）」場面（第２幕３場）で支配的な動きを示すこと
は事実であり，この範囲において動機名に支障が認められることはない。
［譜例３］『ヴァルキューレ』第２幕３場序奏
問題が生じるのは，ただし同動機が必ずしも「逃亡」行為とだけ関連
するといえず，四部作の重要場面多数に出現する点にある。たとえば『ラ
インの黄金』２場～３場転換時の間奏，すなわちローゲに唆された
ヴォータンが，アルベリヒの指環目的にニーベルハイムに下降する場面
（３）８４
では，この動機がチェロに始まる弦楽器群によって中音域から上昇を重
ねたあと［譜例４―１］，到達点ファンファーレを境として下行に転じ，
バストランペットによるフォルテシモの拡大呈示をくり返したのち，さ
らにトロンボーンに引き継がれて低音域にまで到達するという大規模な
展開がみられる［譜例４―２］。しかしながらヴォータンにせよローゲに
せよ，ここで「逃亡」を演じることはなく，初出（フライアの逃亡場
面）まもない出現箇所においてはやくも，この動機は多義性を明らかに
する。
［譜例４―１］
［譜例４―２］
また『ヴァルキューレ』第１幕に顕著なこととして，兄妹が「逃亡」
に着手する以前の，ふたりに愛が生じ発展する過程において，この動機
が管弦楽によって象徴的に出現をくり返すことが挙げられる１１）（→W
１９，５５，８６，２６６）［譜例５―１，５―２］。そしてそれが「春と愛の歌（das
Lenzlied）」では声楽声部「あなたこそは春（Du bist der Lenz）」の主
旋律にと発展し，この幕の音楽的頂点を築くことは改めて指摘するまで
もない（→W４４９，４６２，４９９，５１８，５２０）［譜例６］。
［譜例５―１］
８３（４）
［譜例５―２］
［譜例６］
クックは，この動機が「逃亡」に固定して解釈された結果，生じたと
思われる舞台上演の誤算を指摘する。
「たとえば《ヴァルキューレ》第１幕幕切れに〈逃亡の動機〉が
軽快な長調で現れると［譜例７］，それがジークムント，ジークリ
ンデの「逃亡」の意志を示すと誤解され［…］，ト書きには単に
『（ジークムントは）情熱を込めて荒々しくジークリンデを抱き寄せ
る』と記されただけにもかかわらず，多くの演出家が二人をあわて
て扉から外に逃走させる例が続出した。フンディンクは薬を飲まさ
れ熟睡していることであるし，ここでワーグナーがすばやく幕を下
ろすことを要求する（Der Vorhang fällt schnell）理由とはおそらく，
その場ですぐにふたりを抱擁させてやり，戸外の，北国の春の夜の
森で寒さに震えることなく，ジークムントを父親にならせてやろう
との配慮であるだろうに！１２）」
［譜例７］『ヴァルキューレ』第１幕幕切れ
さらにこの動機の特徴的な出現箇所として注目されるのが『ヴァル
キューレ』第２幕２場におけるヴォータンの絶叫である。娘ブリュンヒ
ルデ（戦乙女でもある）に命じたジークムントへの援護を，正妻フリッ
カに阻止されたヴォータンは，はげしい怒り，屈辱，自己嫌悪をブリュ
（５）８２
ンヒルデ相手に爆発させる。
神であるのにこのざま，
なんたる恥辱よ，
神々の運命も
ここにきわまった！
悲憤も尽きず
悲嘆も果てなし！
世にも情けない身の上になったものよ！ （→W８９１―８９７）
上の箇所で，バストランペットに始まる〈呪いの動機（Fluchmotiv）〉，
ならびに弦楽器，木管楽器による〈フリッカの動機（Frickamotiv）〉の
上昇反復を経て，声楽声部「悲憤も尽きず／悲嘆も果てなし！（Endloser
Grimm! /Ewiger Gramm!）」で拡大され頂点から落下する〈逃亡の動機〉
は，フリッカに対するヴォータンの敗北を示すとともに，彼の世界支配
構想の破綻をも告知する機能を負っている［譜例８］。それは『ヴァル
キューレ』における双子兄妹の愛のドラマとは別に，前半二作を総括し
収斂させ，ドラマを悲劇にと転換させる，四部作構成上の重要地点でも
ある。そしてこの箇所における〈逃亡の動機〉の意味もまた「逃亡」と
は異なるのである。以下，後半二作を概観すると，このような例が多数
かぞえられることとなる。
［譜例８］
他概念への拡張
１．「愛」
では，同動機の意味が必ずしも「逃亡」でないとすれば，どのように
解釈すればいいのだろうか。ローレンツは同動機に対し，「逃亡」の名
称が狭義すぎるとの理由から，これを〈苦境の動機（Notmotiv）〉と呼
８１（６）
ぶことを提案した１３）。現にヴォルツォーゲン自身，問題の動機解説冊子
（註８，以下これを Leitfaden と略す）において，〈逃亡の動機〉がその
延長に「神々の苦境（Götternot）」および「愛（Liebe）」を示唆すると
指摘している。つまりヴェルズンク兄妹の「愛」は「苦境」に生じ，「苦
境」は「逃亡」を促し，したがって兄妹の「愛」「苦境」「逃亡」は相互
関連して作用するというわけである１４）。このように命名者も動機概念に
は複合を前提としたのであり，Leitfaden をよく読めば，ヴォルツォー
ゲンが決して同動機を「逃亡」に固定したわけではないことが明らかと
なる。動機命名はこうした一面化の弊害も持ち合わせている。
一方，上の三要素から一貫して「愛」を特化させたのが，クックおよ
びロバート・ドニントン１５）である。この動機の意味を “Love in its
totality” と規定したクックによれば，まず〈逃亡の動機〉の初出は必ず
しもフライア登場時ではなく，それ以前の『ラインの黄金』第１場にお
けるアルベリヒの悲嘆（→Rh１６９，１７１）［譜例９―１，９―２］であり１６），
同動機は，ヴォークリンデ，ヴェルグンデにつづいて第３のライン乙女
フロースヒルデにも弄ばれ嘲られたアルベリヒの，「愛」に対する屈折
した感情を表現することから機能を開始するという。
［譜例９―１］
［譜例９―２］
引き続き「フライアの逃亡」場面と同動機との関連についてクックは，
「逃亡」行為でなく，むしろフライアが「性愛の女神」である点を挙げ，
巨人ファーゾルトが彼女を（契約の担保に拉致する目的でなく）女とし
て愛し求めて追ってきたことを動機出現の根拠とみなす（→Rh５３２）。ま
たヴェルズンク兄妹同様にジークフリート，ブリュンヒルデの愛の経過
（→S２２５１７），１４８２）（→G１９８８―２００３，他）も，第２夜『ジークフリート』
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［
譜
例
１２
］『
神
々
の
黄
昏
』
第
３
幕
，
ブ
リ
ュ
ン
ヒ
ル
デ
が
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
を
偲
び
称
え
る
（
→
G１
９９
９
）
［
譜
例
１１
］『
神
々
の
黄
昏
』，
間
奏
曲
「
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
の
ラ
イ
ン
へ
の
旅
」
７９（８）
以降の〈逃亡の動機〉を「愛の動機」と解することによって，ことごと
く説明されうると述べる［譜例１１，１２］。
クックとドニントンの類似点は，細部の差を別として，両者が〈逃亡
の動機〉をドラマ各所の「愛」と対応させ，広範囲の「愛の動機」と認
識する点である。たとえば示導動機は形態変化により（調，速度，強弱，
拍節，他），逆説表現を可能にする。『ヴァルキューレ』第２幕ヴォータ
ンの絶叫［譜例８］における〈逃亡の動機〉をクックは，それが
「（ヴォータンの）愛してもいず，愛されてもいない」孤独の表現である
と応用解釈をする。その裏づけとして彼は，この箇所の動機形態，すな
わち「拡大呈示」「短調」が，「ジークムントの希望とぼしい愛の予感」［譜
例５―２］および「ヴォータンのニーベルハイム下降（愛の放棄により作
られた指環を得るのが目的）［譜例４―１，４―２］と共通することを挙げ，
つまり動機変容によってこれらの箇所で「愛」が否定されたと述べる。
同種の分析を多用してクックはあらゆる〈逃亡の動機〉に解説を加えて
いる。また一方のドニントンも〈逃亡の動機〉を “a true love-motive”と
定義し，愛の重層性，多面性（歓喜，官能，葛藤，悲哀，苦悩，他）を
表現した音楽的絶技と評価する１８）。
両者の決定的差異，あるいはクックの特殊性は，クックが同動機の考
察を『指環』以外のワーグナー作品にも拡張した点にある。その結果
クックは，同動機が，ワーグナーが『指環』に限らずあらゆる作品にお
いて「愛」「恋人たち」を示唆した音型，すなわちワーグナーの「生涯
つうじた，“愛”の表現語法」であるとみなし，『ローエングリン』『ト
リスタンとイゾルデ』『マイスタージンガー』における類例を指摘する
［譜例１３，１４，１５］１９）。さらにクックによればその原点は，１８３３年にヴュ
ルツブルク歌劇場で行われたマルシュナー『吸血鬼』公演に遡るとされ，
同公演に合唱指揮者として初仕事で参加した当時２０才のワーグナーが，
長兄アルベルト演じる主人公オーブリーのアリア「美しき春の朝のよう
に（Wie ein shöner Frühlingsmorgen）」 の末尾に独断で書き加えたア
レグロ部分に〈逃亡の動機〉の音型が見出されるということを，クック
は挙げている［譜例１６］２０）。
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［譜例１６］『吸血鬼』オーブリーのアリア「美しき春の朝のように」。ワーグ
ナーによる末尾。
しかしながら「愛（憎）」概念の適用あるいは逆用によって，もし〈逃
亡の動機〉が解釈可能であったなら，命名が紛糾に至ることはなかった
のではないだろうか。たとえばヴォルツォーゲンは同動機に「逃亡」「苦
境」「愛」の三要素を認めたにもかかわらず，命名に「愛」を避けてい
る。また「ニーベルハイムへの下降」「ヴォータンの絶叫」を「愛
（憎）」に分類するクックの主張は，劇テキストを無視して強引であり，
説得性を欠くと思われる。むしろこの両場面で強調されるのは，『指環』
構成原理において「愛」との対立に置かれる「世界支配欲」の概念であ
る２１）。それは「愛」とは別個の独立した主題であって，動機変容を用い
た，「愛」の逆表現と位置づけることは容認され得ない。しかし「世界
支配欲」がテキスト上問題となる場面において，〈逃亡の動機〉がしば
しば出現することが事実であるならば，両者の関係を我々はどのように
考えればよいのだろうか。
２．「ヴォータンの意志」
そのことと関連して次のような事実がある。『バイロイト通信 １９０２』，
および『ワーグナー年刊 １９１３』にはこの動機に言及した論文２個が収
録されている２２）。そして興味深いことは，両著者がこの動機を「ヴォー
タンの意志（生の原動力）」の音楽的象徴と解釈し，ヴォータンを中心
に据えた分析を行っていることである。そこでは同動機の原型がフライ
アの逃亡場面でなく，いわゆる〈ヴァルハルの動機（Walhallthema）〉
の終止カデンツ部分［譜例１７］と規定され，したがって初出はヴォータ
ンのヴァルハル城讃歌
［…］夢に描いた
理想の姿もそのままに，
堅牢無比に麗しく
まのあたりにそそり立つ，
（１１）７６
荘厳にして壮麗な城よ！（→Rh３４５―３４９）
の末尾とみなされている。
［譜例１７］
そしてヴォータンの満足を表した同動機が，例の絶叫［譜例８］を機
として負に転じ，『神々の黄昏』終幕におけるブリュンヒルデ「憩え，
安らげ，神よ！ （Ruhe, ruhe, du Gott!）」（→G２０２９）で終息するまで，
それが一貫して「ヴォータンの生への意志（原動力）」を表すという見
解をとる。なおここで重要なことは，その間の劇進行，すなわち「フラ
イアの逃亡」，「双子兄妹の愛と逃亡」「ブリュンヒルデの反抗」「ブリュ
ンヒルデ，ジークフリートの愛」その他，〈逃亡の動機〉を伴って展開
するあらゆる劇過程が，すべて「ヴォータンの意志（計画）」領域内に
位置づけられることである２３）。つまりそこでは，これまでに述べた各人
の「愛」，「ヴォータンの世界支配欲」の双方が，「ヴォータンの生への
意志（原動力）」ひとつとして統合され，動機一個によって連続して表
されると解されるわけである。そのように考えれば前項で指摘した〈逃
亡の動機〉の分裂性，つまり同一動機内に「愛」「世界支配欲」という
対極の主題が両存しうるか，という疑問は解消されることとなる。
ただしそこに到達する以前に，すなわち〈ヴァルハルの動機〉終結部
を〈逃亡の動機〉と同一視する前に，まずは〈ヴァルハルの動機〉全体
から終結部を独立させ，その意味を「ヴォータンの欲望，意志」と規定
した，別個の動機考察が先行したことはいうまでもない。それらは
〈ヴァルハルの動機〉終結部に対して，たとえば 「（ヴォータンの）満
悦のまなざしの動機（Motiv des befriedigten Blickes）」２４），「ヴォータン
の博打の動機（Motiv des Spielerglücks Wotans）」２５）といった名称を残
している。その後，独立した〈ヴァルハルの動機〉終結部と〈逃亡の動
機〉を統合し，音楽上における「（ヴォータンの）生への意志そのもの
（Wille zum Leben selbst）」と定義したのがルボッシュ（１９０２）であり２６），
その説を補強し「ヴォータンの生への原動力（Lebenstrieb Wotans）」
７５（１２）
と名づけたのがシュテルンフェルト（１９１３）という次第になる２７）。その
推移はヴォルツォーゲンが『バイロイト通信』編集長として在任し，自
身による示導動機解釈もしばしば掲載した時期のことである。しかし上
の動機統合は数十年ののちに再び解体され，〈逃亡の動機〉は「愛」を主
に再解釈されることとなる２８）。その流れを図示すると，下のようになる。
言及者，著作，時期 動機名称 備考
(Federlein, 1871) Fluchtmotiv 〈フライアの動機〉および〈逃亡
の動機〉をまとめて〈逃亡の動
機〉と命名。
(Wolzogen, 1876) Fluchtmotiv 〈フライアの動機〉と〈逃亡の動
機〉を分割し，個別に命名。
(Ehrenfels, 1896) Motiv des
befriedigten Blickes
ただし，〈ヴァルハルの動機〉終
結部のみの考察。
(Wirth, 1898 ?)
(Wirth, 1912)
Motiv des Spielergl?
cks Wotans
ただし，〈ヴァルハルの動機〉終
結部のみの考察。
Motiv des Gelingens 註２５の著書において名称を変更。
(Geisberg, 1902) Fluchtmotiv 『ラインの黄金』１場，２場
Liebesmotiv 『ヴァルキューレ』第２幕
(Lubosch, 1902) Wille zum Leben
selbst
〈ヴァルハルの動機〉終結部と〈逃
亡の動機〉とを，同一動機とみな
し統合する。
(Windsperger,
1913 ?) 注29)
Angstmotiv ワーグナーの示導動機目録
“Das Buch der Motive”より
(Sternfeld, 1913) Lebenstrieb Wotans Luboschの見解を音楽面で推進，
深化させる。
(Newman, 1949) 一 応，flight-motive
として論じる。
同動機を「分析者にとって厄介の
種」と述べ「音楽的チック」と評
する注３０）。
(Donington, 1963) true love-motive 「愛」の諸相の音楽的表現という。
(Lorenz, 1966) Notmotiv 全体的な意味
eigentliches
Liebesmotiv
主に『ヴァルキューレ』
Walaweckruf-motiv 『ジークフリート』エルダの場
（１３）７４
ヴァーラと「車輪」
１．「車輪」の回転
このように〈逃亡の動機〉は，ドラマの根幹にかかわる音楽動機とし
て，解釈の歴史を重ねてきた。それは一個の示導動機としてはきわめて
特異なことである。クックが推進した動機形態分別は，その後ストーク
スに継承されさらに微細化する。にもかかわらず動機の最終的な意味そ
して名称に関して議論は必ずしも説得力ある結論に到達したわけではな
い。
さて本論の目的は，〈逃亡の動機〉に集合する要素，たとえば「逃亡」
「愛」「苦境」「ヴォータンの意志」等を統合し超越し，より広域に通底
する概念をつきとめることにある。それは究極，「ヴォータンの意志」
を超えて四部作全ドラマを統括するものとは何かという，劇解釈の問題
でもある。
ところで上の一覧表に注目すると，動機名称欄の中に，ローレンツが
〈逃亡の動機〉の一部に適用した「ヴァーラ起こしの動機（Walaweckruf
―motiv）」という呼称が見うけられる。それは『ジークフリート』第３
幕１場に現れたさすらい人ヴォータンが，地底に眠る知恵の女神エルダ
（ヴァーラ／Wala）を呼び起こして預言を強いる場面でローレンツが同
動機に与えた名称である（→S１９７８）。
(Overhoff, 1967) Klangsymbol der
Freia
愛の本質を表す音楽主題だが，意
味を逐一追求する必要はないと避
ける。
（Westernhagen,
197）注３１）
Walhallthema,
Liebesmotiv,
Fluchtmotiv が混在。
動機論ではないので，特別な言及
はなし。
（Cooke,１９７９） love in its totality 動機変容に注目し，ワーグナーの
他作品にも解釈を拡張。
（Stokes,１９８４） ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 論文に結論章が欠損し，著者の結
論が不明となっている注３２）。
（三光，高辻，三宅，
山崎，１９９２―１９９６）
〈逃亡の動機〉 『ヴァルキューレ』以降，意味を
付加する。多方面との内的関連を
示唆。
〈愛の逃亡の動機〉
７３（１４）
［譜例１８］
過去にヴォータンはエルダの忠告に従って指環を手放した（→Rh１７０７）。
その後彼は再度助言を求めて彼女を追い，ブリュンヒルデを産ませた経
緯がある。今ヴォータンは「万物に通じた劫初の巫女（Allwissende，
Urweltweise）」（→S１９９３―１９９４）から最後の助言を得ようと彼女を呼ぶ。
その呼び声（Weckruf），そして彼女との対話において集中使用される
〈逃亡の動機〉を，ローレンツは「ヴァーラ起こしの動機」と名づけた。
その理由は，同動機がこの場面では「逃亡」を意味しないという点に
あったと思われる。
さて筆者の関心は，この対話と〈逃亡の動機〉との関係に向けられる。
というのも，何より音楽的観点からみた場合に興味深いこととして，こ
の場における同動機の集中度が『ヴァルキューレ』第２幕３場に次いで
突出していることが挙げられるからである。このことは，「逃亡」とい
う動機名の根拠となった『ヴァルキューレ』の「駆け落ち」場面と比肩
しうる動機の意味が，エルダ場面に存在することを示すと考えてよい。
一方劇構成においても同場は，小鳥に告げられたブリュンヒルデの岩山
に向かうジークフリートの破竹の生命力の傍らで，背後に進行する悲劇
を暗示する重要場面であり，その位置づけに対しては作者自身が，ルー
トヴィヒⅡ世にあてた手紙（１８６９年２月２４日付）の冒頭で次のように述
べている。
「我々はここで，デルフォイの濛々たる地割れにはまったヘラス
の民さながらに，巨大なる世界悲劇の核心（der Mittelpunkt der
großen Welttragödie）と遭遇する３３）。」
以上の理由から筆者には，エルダ場面の〈逃亡の動機〉を分析するこ
とが重要課題であると考えられるのである。
しかし “Weckruf” により目覚めたエルダとヴォータンの対話は難航
する。いまや神託はノルンにまかされ，母エルダの知恵は機能しない。
自分を呼び起こし助言を強要するヴォータンの意図を彼女は理解するこ
（１５）７２
とができない。なぜノルンに預言を求めず自分を起こすのか，エルダは
ヴォータンに問い返す。そしてそれに対するヴォータンの返答は次のよ
うに書かれている。
この世の軛（くびき）の中で運命をあざなう
ノルンたちには
何にせよ，物事の成行きを変える力はない。
しかしお前には世にたぐいなき知恵がある，
ころがりだした車輪をどうやって止めるか
お前ならよい助言を得られると思ってやって来たのだ。（→S２０３４―
２０３９）
進行する現況を阻止しようと意図して，ヴォータンはエルダを訪れた。
そしてここで音楽を注意深く観察すれば，「ころがりだした車輪をどう
やって止めるか （wie zu hemmen ein rollendes Rad?）」の箇所におい
て，加速された木管楽器群による〈逃亡の動機〉の連鎖が，イングリッ
シュホルン，トランペットに引き継がれたあと不協音程を伴って停滞し，
その後減速して（etwas zurückhaltend）チェロで完全停止することが認
められる。つまり「加速（ころがりだした）」「減速（止める）」といっ
たテキスト上での車輪の動きと，音楽上での動機の動きとが協調を示す
のである。
これらを総合してここで筆者に考察されるのは，〈逃亡の動機〉の示
唆する概念が，実はヴォータンの台詞「ころがりだした車輪（ein
rollendes Rad）」（→S２０３８）と対応するのではないかということである。
この場合「車輪」とは車輪それ自体を指すのでなく，いうまでもなく比
喩として用いられた表現である。それはドラマ『指環』を回転させる，
いわば「運命の車輪」であって３４），そのように考えれば四部作の各要所
に〈逃亡の動機〉が出現する理由が納得されてくる。言い替えればそれ
は一面では「ヴォータンの意志，欲望」を乗せて回転する車輪であり，
他面では「愛」「世界支配欲」を乗せたドラマ構成の両輪でもあり，最
終的には『指環』におけるあらゆる原動力，推進力であるとも考えられ
るのではないだろうか。
７１（１６）
［
譜
例
１９
］
（１７）７０
２．「車輪」の軌跡
たとえばまず『ラインの黄金』２場で，この動機の初出とともにフラ
イアを追って登場した巨人兄弟は［譜例２］，ヴァルハルの威光に酔う
神々に支払いの現実を突きつけ，指環強奪を引き起こさせた。いや，も
しくはそれ以前に，ライン川底において乙女三人に嘲られたアルベリヒ
が悲嘆の叫びをあげたとき［譜例９―１，９―２］，すでにドラマは水面下
で回転を開始していたのかもしれない。
その後物語は進行し，英雄誕生を目的としたジークムント，ジークリ
ンデの愛に『ヴァルキューレ』第１幕で音楽面から拍車をかけるのは，
ここでもまた〈（愛の）逃亡の動機〉［譜例５―１，５―２］［譜例６］であ
る。ただしそれはフリッカの憤怒の車輪３５）に阻まれ（→W７２５）［譜例
２０］，ヴォータンの世界支配構想は座礁する［譜例８］。このように劇の
要所，または新たな展開の局面に必ず出現してドラマを推進するのがこ
の〈逃亡の動機〉の特徴なのである。
［譜例２０］『ヴァルキューレ』第２幕１場，フリッカの怒り。（角ばった車輪を表す）
ここでドラマはヴォータンの回想に変わる。その独白に先立つ沈黙（→
W９０３―９０４）［譜例２１］，およびブリュンヒルデ誕生が伝えられる箇所（→
W９６３―９６６）［譜例２２］ で，〈逃亡の動機〉はゆるやかな回転を伴って語
りを促し，過去の車輪の軌跡を明らかにする。
しかしながら妻フリッカを尊重し断念された，ヴォータンのヴェルズ
ンク英雄計画はその後，予想外の展開をした。すでに指摘したとおり
『ヴァルキューレ』第２幕ではドラマが複次元化し，ヴェルズンク兄妹
の愛のドラマ，ヴォータン夫妻の齟齬，そしてヴォータン，ブリュンヒ
ルデ間の父娘愛等が錯綜して進行する。そこではヴォータンの意志を示
す〈逃亡の動機〉，フリッカの「車輪の軋み」を表す同動機，また双子
兄妹を愛の陶酔，逃亡にと駆り立てる〈（愛の）逃亡の動機〉と並んで，
予定外のドラマ推進力，すなわちブリュンヒルデに，ヴォータンの命令
に反してヴェルズンク兄妹保護を決意させる同動機もまた，ドラマに乱
入してくることとなる。
６９（１８）
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（１９）６８
［譜例２３］『ヴァルキューレ』第２幕４場幕切れ。ブリュンヒルデはジークムン
トに勝利を約束する。
その後〈（愛の）逃亡の動機〉は，『ジークフリート』において主人公
の成長，脱皮を促し（→S２２５，１４８２），小鳥との交信を煽り（→S１５１３），
彼を龍退治，指環獲得へと導く。にもかかわらず，絶頂到達目前にまで
推進されたドラマはここで突如，問題のエルダ場面，すなわち「巨大な
る世界悲劇の核心」へと転換をみせるのである。
ふたたび前述のルートヴィヒ王への書簡を引用する。補足するとこの
日付はワーグナーが『ジークフリート』第２幕総譜浄書を完成させ（２
月２３日），第３幕１場の作曲スケッチに着手する（３月１日）までの，
数日の準備期間に属している。彼はそこで国王の質問に答えて構想中の
エルダ場面を解説し，またミュンヘン追放以後のトリープシェンにおけ
る快適な精神環境を報告している。ただし周囲の無理解が解消したわけ
もなく，積年の鬱積を彼は次のように述べている。
「［…］一体この四半世紀というもの私は、どれだけ埒もない連中と
かかわってこなければならなかったことだろうか。誰も彼もが私の
創作と活動を、これでもかこれでもかと邪魔だてし（hemmten），
前人未到の一里塚がいよいよ築きあがるという時になって（am
Ende einer unerhörten Laufbahn），決まって私を，また一から出直
さねばならないどん底へと突き落としてくれた。あれだけのことを
何ひとつ理解することができなかった連中に私は，まずそのことを
とくと思い知らせてやらなければならない。３６）」
上の箇所で用いられた “hemmen” “Laufbahn” は指摘するまでもなく，
付曲対象３幕１場のヴォータンの台詞 “wie zu hemmen ein rollendes
Rad?” から導き出されたものと思われる。そこでは運命に阻止さ
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れ

る

作
者と，運命を阻止し

よ

う

とあがく神３７），という視点の置換がみられると
はいえ，上の台詞が，またその単語群が，作者が実人生（Laufbahn）
とヴォータンのそれとを重複させて表現を試みた，解釈の要所であるこ
６７（２０）
とは疑う余地がない。そして音楽上においてもこの箇所では前述のよう
に，〈逃亡の動機〉すなわちそれ自体が「螺旋状」の「模続進行」を示
し，音型面からも「車輪の軌跡（Laufbahn）」の模倣であると推測され
る問題の動機が，ここでは「没落」へと進路（Laufbahn）を変えて回
転を始めながらも，ヴォータンの台詞と一致させて一瞬，その「回転運
動」を止めてみせた（hemmen）のである。
３．「車輪」の停止
エルダ，ヴォータンの引退後，〈逃亡の動機〉は縮小傾向を示す。し
かしそこでも同動機は，ジークフリートを破滅に向けてラインへと旅立
たせ［譜例１１］，ブリュンヒルデに彼への復讐を決意させ（→G１２１１―
１２１５）３８），劇進行を神々の没落にと誘導する。そしてジークフリートの
死後『葬送行進曲』において管弦楽で一連の回想を促したあと，声楽声
部でブリュンヒルデにジークフリートを賞賛させて（→G１９８８―２００４）
［譜例１２］，スコアから退出する。締めくくりにバス・トランペットによ
る〈ヴァルハルの動機〉終結部「憩え，安らげ，神よ！（Ruhe, ruhe, du
Gott!）」（→G２０２９）が付加されて，車輪は完全に停止した。
［譜例２４］
結
以上のように，本論では〈逃亡の動機〉をめぐる解釈史を総括し，筆
者による意味解釈を試みた。同動機の名称を筆者は，あえてヴォータン
の台詞から語句を引用して，たとえば〈転がる車輪の動機（das Motiv
des rollenden Rades）〉とでも呼ぶにとどめたい。その意図は，動機命
名とはその行為自体，あくまで便宜上の措置であって，名称に動機の本
質を代弁させることは不可能だという点にある。というのも示導動機と
は本来，「語り得ないもの（das Unaussprechliche）」３９）に対する表現手
段としてワーグナーが考案した技法であり，したがって「語り得ないも
（２１）６６
の」の「言語化（命名）」とは，矛盾を前提とした試みでしかありえな
いからである。
しかしながら『指環』研究史に伝説化したこの命名論争を多少とも正
確に記録しようと努めるなら，次の事実を挙げておきたい。それは，〈逃
亡の動機〉の命名者および「示導動機命名の祖」として認識され，その
ため度々の批判にさらされることともなったハンス・フォン・ヴォル
ツォーゲンが，実際には決して〈逃亡の動機〉の第一命名者ではなく，
またいわゆる示導動機の発見者でもなかったということである。〈逃亡
の動機〉の第一命名者，また『指環』示導動機の元祖解釈者は，正確に
はゴットリープ・フェーダーライン（１８３５―１９２２）に遡る（註９）４０）。
フェーダーラインの詳細について本稿では省略する。ただし一連の功績
が彼でなくヴォルツォーゲンのそれと誤って伝えられた背景には，ヴォ
ルツォーゲンが『指環』バイロイト初演にあわせ，全曲に関する著書
Leitfaden を残したのに反し（１８７６），フェーダーラインは『音楽週報
（Musikalisches Wochenblatt）』に『ラインの黄金』（１８７１）『ヴァル
キューレ』（１８７２）に関する論文を連載したにとどまり，週報という形
態の関係上それが後世には伝承されにくかったという事情がある４１）。
ヴォルツォーゲンはフェーダーラインの功績を尊重し，〈逃亡の動機〉
をふくむ計１１個の動機名をフェーダーライン論文から Leitfaden に導入
したことを率直に記している４２）。こうした事実は厳密に跡づけられる必
要があり，筆者自身，調査を継続中である。
また連載時期から明らかであるように，フェーダーラインの考察は早
期に過ぎたため４３），その使用資料が『ラインの黄金』『ヴァルキューレ』
ピアノ・スコア，およびワーグナーが特別に閲覧を許可した両作品の総
譜（ルートヴィヒⅡ世の意志によるミュンヘン初演に用いられた筆写
譜）に限られた４４）。つまり『ジークフリート』『神々の黄昏』に関して
フェーダーラインは，ピアノスコアすら未見だったのである。したがっ
てそれら後半作品に達して意味を露呈する動機に関して，彼が当時，正
当な内容判断を下すということは可能性の外にあったのであり４５），たと
えば本論でとりあげた『ジークフリート』第３幕「エルダの場」におけ
る〈逃亡の動機〉を，『ラインの黄金』の初出箇所「フライア逃亡」他
とどう関連づけるべきかといった問題は，この時期のフェーダーライン
にはまだ問題として存在していなかったのである。にもかかわらず，彼
６５（２２）
が命名した動機名〈逃亡の動機〉はヴォルツォーゲンによって Leitfaden
に継承され，後世に伝播される結末となった。この最初期段階における
致命的不備が，結局はこの動機名をめぐる論争の根源となったと筆者に
は思われる。
最後に，クックが主張した「ワーグナーの多作品にみられる，同動機
の “愛” の表現機能」に関して述べておくと，筆者にはそのことが大変
に複雑な問題であると思われる。クックの指摘は誤りとはいえず，たと
えば『トリスタンとイゾルデ』にみられる類似動機［譜例１４］をヴォル
ツォーゲンが系列著作上４６）で “Liebesthema” と名づけているといった
点からも，単なる偶然として切り捨てることはできない。またさらに筆
者の関心を惹く別の事例としては，レオンカヴァルロ『道化師』が挙げ
られる。というのも『道化師』においては下のように，〈逃亡の動機〉
と類似した動機が複数存在し［譜例２５，２６，２７］，しかもそれらが「愛
憎」「官能」「狂気」等を表す主要動機として，ドラマ構成の鍵となって
いることが全曲をつうじて認められるからである。
［譜例２５］ネッダとシルヴィーオの愛のテーマ
［譜例２６］カニオのアリオーソ「衣装を着けろ」の主題
［譜例２７］ プロローグ，前口上「記憶の奥底にあったひとつの事件が，ある日
作者の心を震わせたのです」
ワーグナーの影響から出発したレオンカヴァルロが，おそらくは
『ヴァルキューレ』から意図的にこのような動機引用を試みた可能性も
否定できず，これらをふくめて同音型の特殊性は，『指環』外，また
（２３）６４
ワーグナー作品外をも視野に入れた考察の必要があるのかもしれない。
ただしそれらは本論の目的，すなわち『指環』における〈逃亡の動機〉
の意味究明とは別個の問題であることからここでは割愛し，本稿ではあ
くまで四部作における〈逃亡の動機〉に焦点をしぼって，同動機の意味
がエルダ場面におけるテキスト箇所「車輪の回転」に対応すること，そ
してそれが個々にはヴォータンを中心とした登場人物の「意志」を表し，
最終的にドラマそのものの原動力，推進力をも代表するものであると筆
者が考えたことを述べて，この論考を終えることにする。
付
蛇足ながら，２００１―２００４年において新国立劇場で行われた，キース・
ウォーナー演出による『指環』（トーキョー・リング）公演では，四部
作全舞台を一本の「記録映画作成ドキュメント」と想定した演出構想が
とられた。そこでは四部作を収録するフィルム・テープ実物と並んで，
フィルム・リールもまた重要な小道具として，デフォルメされ強調され
て扱われる。殊に「ころがりだした車輪をどうやって止めるか」の箇所
においては，車輪を形どった大型リールが，地下フィルム庫（エルダ場
面）で編集に従事するノルンの傍らで，ヴォータンによって掴まれ，投
げつけられるという演技づけがみられた。そのことは，リール（車輪）
が『指環』ドラマを収納し映写する「回転部品」，つまり「ドラマを回
転させる輪」として呈示されたことを示すと思われる。それは筆者が本
論文で述べた「ころがる車輪」解釈とも共通することを，併せて報告し
ておきたい。
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